
(57)【要約】

【課題】　従来のＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）製

小型船舶では、ロンジによる強度確保に伴い接着作業の

困難さと接着面のサンディングによる粗面加工で生じる

粉塵やガスの飛散等の問題、また、各部が接着されてい

るため甲板（デッキ）が破損した場合にも交換もできな

いこと、廃船時に分解廃棄ができない問題がある。本発

明は、ロンジを設けずしてＦＲＰ（繊維強化プラスチッ

クス）製船体（ハル）の強度が保たれ、甲板（デッキ）

の組み立て分解を可能とし、上記粉塵やガスの飛散等の

問題、廃船の手間等を解決した小型船舶を提供する。

【解決手段】　本発明は、船体（ハル）の内殻形状を呈

するＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）製内殻と、船体

（ハル）の外殻形状を呈するＦＲＰ（繊維強化プラスチ

ックス）製外殻との間の空間に発泡断熱材を充填して船

体（ハル）を構成し、甲板（デッキ）を船体（ハル）に

着脱装置にて着脱自在に固定したものである。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　船体（ハル）の内殻形状を呈する内殻用

型と船体（ハル）の外殻形状を呈する外殻用型とを準備

し、ＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）によって前記内

殻用型と前記外殻用型の表面にそれぞれ前記船体（ハ

ル）の内殻と外殻とを形成し、前記内殻を保持した前記

内殻用型と前記外殻を保持した前記外殻用型とを前記内

殻と前記外殻との間に発泡断熱材の充填空間が存するよ

うに組み合わせ、この組み合わせ状態において前記充填

空間に発泡断熱材を充填し、前記発泡断熱材によって前

記内殻と前記外殻とが一体化された船体（ハル）を構成

する小型船舶用船体（ハル）の製造方法。

【請求項２】　船体（ハル）の内殻形状を呈するＦＲＰ

（繊維強化プラスチックス）製内殻と、船体（ハル）の

外殻形状を呈するＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）製

外殻と、前記内殻と前記外殻との間の空間に充填されて

前記内殻と前記外殻を一体化する発泡断熱材とより構成

された船体（ハル）と、前記船体（ハル）内に設けられ

る甲板（デッキ）とを有し、前記甲板（デッキ）を前記

船体（ハル）に対して着脱装置にて着脱可能に固定して

なる小型船舶。

【請求項３】　請求項２において、前記着脱装置による

前記甲板（デッキ）と前記船体（ハル）との固定位置と

は別の位置に、前記船体（ハル）と前記甲板（デッキ）

との間の水密シール部を設けてなる小型船舶。

【請求項４】　請求項３において、前記水密シール部

を、前記甲板（デッキ）の周縁部を立ち上げた壁の上端

フランジと前記船体（ハル）に形成した段部とによって

形成したことを特徴とする小型船舶。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、小型のボート、小

型のプレジャーボート、小型の漁船等のような小型船舶

に関し、特に、ＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）製船

体（ハル）の小型船舶に関する。

【０００２】

【従来の技術】図９乃至図１２には、船体（ハル）がＦ

ＲＰ（繊維強化プラスチックス）製である従来の小型船

舶５０の構成を示す。ＦＲＰ（繊維強化プラスチック

ス）製小型船舶５０の代表的な構成部品は、船体（ハ

ル）５１、ロンジ５２、甲板（デッキ）５４、及びブリ

ッジ５８である。船体（ハル）５１は、船体（ハル）５

１の外形を形作るように作成した型の内面に沿ってＦＲ

Ｐ（繊維強化プラスチックス）を所定の厚さに形成した

ものである。この船体（ハル）５１は、厚さが約１０ｍ

ｍ以下の薄い単板構造であるため強度が弱く、そのため

にこの船体（ハル）５１の強度、縦剛性、ねじり剛性を

確保する目的として、船体（ハル）５１内の船底に井桁

状のロンジと称する補強部材５２を取り付けて補強して

いる。ロンジ５２は、縦通材或いは肋材とも呼ばれ、ロ

ンジ５２と船体（ハル）５１の船底との接触部５３の周

囲をＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）によって目張り

状態に接着固定している。このため、ＦＲＰ（繊維強化

プラスチックス）による接着箇所が多く、作業時間も長

くなり多くの費用も掛かる。

【０００３】この接着固定を良好にするために、それぞ

れこの接着固定用のＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）

が接着するロンジ５２と船体（ハル）５１の部分は、ベ

ルトサンダーと称する粗面形成装置で削って粗い面とし

た（サンディング）後に、その部分を接着固定用のＦＲ

Ｐ（繊維強化プラスチックス）によって接着している。

この粗面形成作業では、多くの粉塵の飛散とＦＲＰ（繊

維強化プラスチックス）からガスが発生し、健康的にも

好ましくなく、作業をする上ではこの粉塵やガスの吸い

込み防止対策等が必要となる。

【０００４】図９は従来の小型船舶の製造工程説明図で

あり、矢印はこれに係る工程の順序を示す。上記のよう

にして船体（ハル）５１にロンジ５２を取り付けた後

に、ロンジ５２の上に甲板（デッキ）５４を載せ、ロン

ジ５２と甲板（デッキ）５４との接触部５５にはペース

ト状の接着材を設けて、これによって、ロンジ５２と甲

板（デッキ）５４とを接着している。５８は甲板（デッ

キ）５４上に設けられるブリッジであり、センターコン

ソールタイプ、カディタイプ、或いはキャビンタイプが

ある。図１０には、各部が組み立てられた状態の船舶の

断面構造を示している。

【０００５】船舶の構造において、図１１のように、船

体（ハル）５１の周囲の立ち上がりへり部の上端部を覆

うブルワークトップ５７を甲板（デッキ）５４に一体に

形成したものと、図１２のように、甲板（デッキ）５４

は船体（ハル）５１内の船底を覆う略平坦な形態であっ

て、船体（ハル）５１の周囲の立ち上がりへり部の上端

部を覆うように取り付けたブルワークトップ５７とは別

の構成としたものもある。ブルワークトップ５７の上面

にはクリート、ハンドレール等の部品が取り付けられる

が、図１２の形態ではブルワークトップ５７の下側が開

いているため、これら部品の取り付け作業が容易にでき

るが、図１１の形態ではブルワークトップ５７の下側が

閉じているため、その取り付け作業も甲板（デッキ）５

４の組み付け前に行う必要があり、作業工程からすれば

好ましくない。

【０００６】図１１の形態では、甲板（デッキ）５４の

上端部のブルワークトップ５７と船体（ハル）５１の周

囲の立ち上がりへり部との隙間を隠すようにその周囲に

ＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）を接着している。ま

た、図１２の形態においては、船体（ハル）５１に対応

する甲板（デッキ）５４の周縁部５６は、船体（ハル）

５１との隙間をなくするように、ＦＲＰ（繊維強化プラ

スチックス）を接着している。この場合、甲板（デッ

キ）５４の周縁部５６の裏側は、甲板（デッキ）５４の
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一部に設けたハッチ等からＦＲＰ（繊維強化プラスチッ

クス）の接着作業を行う。

【０００７】上記のものにおいて、甲板（デッキ）５４

の上端部のブルワークトップ５７と船体（ハル）５１の

周囲の立ち上がり部分や、ロンジ５２と甲板（デッキ）

５４との接触部５５、及び甲板（デッキ）５４の周縁部

５６と船体（ハル）５１の部分は、上記同様に、粗面形

成装置によるサンディングによって粗面加工することに

よって、ペースト状の接着材及びＦＲＰ（繊維強化プラ

スチックス）による接着効果の向上を図っている。この

ため、上記同様にこの粗面形成作業では、多くの粉塵の

飛散とＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）からガスが発

生し、健康的にも好ましくなく、作業上ではこの粉塵や

ガスの吸い込み防止対策等が必要となる。

【０００８】また、ロンジ５２と甲板（デッキ）５４と

の接着によっても船舶５０の強度アップを図るため、ロ

ンジ５２と甲板（デッキ）５４との接着を良好にするた

めには、両者間に均一にペースト状の接着材が介在する

ための隙間が必要であるが、この隙間の寸法管理がかな

り難しい。そして甲板（デッキ）５４の周囲の表裏をＦ

ＲＰ（繊維強化プラスチックス）にて接着する作業の困

難性の問題もある。

【０００９】

【発明が解決しようとする課題】上記の従来の工程は図

９に矢印で示している。このようにして作られるＦＲＰ

（繊維強化プラスチックス）製船体（ハル）の小型船舶

では、上記のように、ロンジによる強度確保に伴い、接

着作業の困難さ、接着面のサンディングによる粗面加

工、更にサンディングによる粗面加工で生じる粉塵やガ

スの飛散等の問題がある。

【００１０】また、上記のように各部が接着されている

ため、このようにして作られた小型船舶は、殆ど分解不

可能であり、そのために、例えば甲板（デッキ）５４が

破損した場合にも、その甲板（デッキ）５４の取り外し

が殆ど不可能であり、実質的に交換もできない構成であ

る。また、廃船する場合にも、分解廃棄ができないた

め、運搬し易い大きさに切断して廃棄することが必要で

ある等の問題がある。

【００１１】本発明は、上記のような点に鑑みて、従来

のようなロンジを設けずしてＦＲＰ（繊維強化プラスチ

ックス）製船体（ハル）の強度が保たれ、サンディング

による粉塵やガスの飛散等の問題がなく、甲板（デッ

キ）の組み立て分解が可能であり、廃船の場合の手間及

び費用も少ない小型船舶を提供するものである。

【００１２】

【課題を解決するための手段】このため、本願発明は、

船体（ハル）の内殻形状を呈する内殻用型と船体（ハ

ル）の外殻形状を呈する外殻用型とを準備し、ＦＲＰ

（繊維強化プラスチックス）によって前記内殻用型と前

記外殻用型の表面にそれぞれ前記船体（ハル）の内殻と

外殻とを形成し、前記内殻を保持した前記内殻用型と前

記外殻を保持した前記外殻用型とを前記内殻と前記外殻

との間に発泡断熱材の充填空間が存するように組み合わ

せ、この組み合わせ状態において前記充填空間に発泡断

熱材を充填し、前記発泡断熱材によって前記内殻と前記

外殻とが一体化された船体（ハル）を構成する小型船舶

用船体（ハル）の製造方法を提供する。

【００１３】この製造によって、従来のようなロンジを

設けずして十分な強度が保たれるＦＲＰ（繊維強化プラ

スチックス）製船体（ハル）が作成でき、サンディング

による粉塵やガスの飛散等の問題がなくなる。また、発

泡断熱材の充填工程においては、船体（ハル）製作用の

型を用いて発泡断熱材の充填を行うため、内殻と外殻の

製作用の型を用いて作製した内殻と外殻とを発泡断熱材

の充填用型に移し替える手間もなく、その移し替え時に

生じる内殻と外殻の変形による発泡断熱材の充填用型へ

の密着嵌め込み不良による船体（ハル）の製作不良の問

題もなくなる。

【００１４】また、本発明は、船体（ハル）の内殻形状

を呈するＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）製内殻と、

船体（ハル）の外殻形状を呈するＦＲＰ（繊維強化プラ

スチックス）製外殻と、前記内殻と前記外殻との間の空

間に充填されて前記内殻と前記外殻を一体化する発泡断

熱材とより構成された船体（ハル）と、前記船体（ハ

ル）内に設けられる甲板（デッキ）とを有し、前記甲板

（デッキ）を前記船体（ハル）に対して着脱装置にて着

脱可能に固定してなる小型船舶を提供する。

【００１５】これによって、従来のようなロンジを設け

ずして十分な強度が保たれるＦＲＰ（繊維強化プラスチ

ックス）製船体（ハル）が作成でき、サンディングによ

る粉塵やガスの飛散等の問題もなくなる。また船体（ハ

ル）に対する甲板（デッキ）の組み立て分解が可能であ

るため、部品のユニット化が図れ、色彩や形状の異なる

デザインの甲板（デッキ）を組み立て可能であることに

よってデザインのバリエーション化が図れ、更に、甲板

（デッキ）の破損時の交換や廃船の場合の手間及び費用

も少ない小型船舶を提供できる。

【００１６】また本発明は、前記着脱装置による前記甲

板（デッキ）と前記船体（ハル）との固定位置とは別の

位置に、前記船体（ハル）と前記甲板（デッキ）との間

の水密シール部を設けてなる小型船舶を提供する。着脱

装置による甲板（デッキ）と船体（ハル）との固定位置

と、船体（ハル）と甲板（デッキ）との間の水密シール

部とを同じ箇所で行おうとすると、水密構造が複雑にな

る問題があるが、その問題も解決できる。

【００１７】更に本発明は、前記水密シール部を、前記

甲板（デッキ）の周縁部を立ち上げた壁の上端フランジ

と前記船体（ハル）に形成した段部とによって形成した

ことを特徴とする小型船舶を提供する。これによって、

甲板（デッキ）上にこぼれたり進入したりした水が水密
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シール部に触れることが殆どない状態にでき、このため

シール構造も簡単な構成によって達成できるものであ

る。

【００１８】

【発明の実施の形態】次に、本願発明の実施の形態につ

いて説明する。図１乃至図８は本発明の一つの実施形態

を示す。図１は本発明の小型船舶の製造工程説明図、図

２は、発泡構造船体（ハル）への甲板（デッキ）とキャ

ビンの組み合わせ説明図、図３は図１のＡ̶Ａ部分の断

面構造説明図、図４は発泡構造船体（ハル）と甲板（デ

ッキ）との係合部を示す斜視図、図５は発泡構造船体

（ハル）に甲板（デッキ）を固定する固定部の断面構造

の一実施形態図、図６は発泡構造船体（ハル）に甲板

（デッキ）を固定する固定部の断面構造の他の実施形態

図、図７は図６の実施形態の分解斜視図、図８は発泡構

造船体（ハル）に甲板（デッキ）を固定する固定部の更

に他の実施形態図である。

【００１９】以下、図に基づいて本発明の小型船舶の実

施形態を説明する。本発明の小型船舶１の主要構成品で

ある船体（ハル）２は、船体（ハル）２の内殻形状を呈

するＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）製内殻３と、船

体（ハル）２の外殻形状を呈するＦＲＰ（繊維強化プラ

スチックス）製外殻４と、内殻３と外殻４との間の空間

に充填されて内殻２と外殻３を一体化する発泡断熱材５

とより構成された発泡構造船体（ハル）である。また、

船体（ハル）２内に設けられる甲板（デッキ）６は、Ｆ

ＲＰ（繊維強化プラスチックス）によって所定形状に形

成される。そして、甲板（デッキ）６を船体（ハル）２

に対して着脱装置７にて着脱自在に固定している。この

着脱装置７は、後述のように、取り外し可能な固定ネジ

方式であったり、着脱可能なファスナ方式であったり、

また着脱可能に引っ掛けるフック方式であったり、施錠

（ロック）ピンの抜き差しによって着脱可能な方式であ

ったり、更には他の適当な着脱方式である。

【００２０】本発明では、船体（ハル）２の製造方法に

特徴がある。即ち、船体（ハル）２の製造方法は、船体

（ハル）の内殻形状を呈する内殻用型８と船体（ハル）

２の外殻形状を呈する外殻用型９とを準備し、ＦＲＰ

（繊維強化プラスチックス）によって内殻用型８と外殻

用型９の表面にそれぞれ船体（ハル）２の内殻３と外殻

４とを形成し、内殻３を保持した内殻用型８と外殻４を

保持した外殻用型９とを内殻３と外殻４との間に発泡断

熱材５の充填空間が存するように組み合わせ、この組み

合わせ状態において発泡断熱材５の充填空間に発泡断熱

材５を充填し、発泡断熱材５によって内殻３と外殻５と

が一体化された船体（ハル）２を製造する。

【００２１】発泡構造の船体（ハル）２を製作する場

合、ＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）によって内殻用

型８と外殻用型９の表面にそれぞれ船体（ハル）２の内

殻３と外殻４とを形成した後、内殻３と外殻４とを型

８、９から取り外して断熱材の充填用型へ移し替えてセ

ットし、この状態で内殻３と外殻４との間の空間に発泡

断熱材を充填する方法が通常考えられるが、この方法で

は内殻３と外殻４とが大きいために型８、９から取り外

した状態で変形する。このため、内殻３と外殻４とを断

熱材の充填用型へ移し替えてセットしようとしても正確

にこの断熱材の充填用型へセットし難いかセットできな

い。しかし、本発明では、内殻３と外殻４との製作用の

型８、９を用いて発泡断熱材の充填を行うため、内殻３

と外殻４製作用の型を用いて作製した内殻３と外殻４と

を発泡断熱材の充填用型に移し替える手間もなく、その

移し替え時に生じる内殻３と外殻４の変形による発泡断

熱材の充填用型への密着嵌め込み不良による船体（ハ

ル）の製作不良の問題もなくなる。

【００２２】内殻３と外殻４の製作において、それぞれ

内殻３と外殻４を内殻用型８と外殻用型９から剥がれ易

くするために内殻用型８と外殻用型９の表面には離型剤

が塗布されている。発泡断熱材５は、水分を含まないよ

うにするために独立気泡性の発泡ポリウレタンが用いら

れる。

【００２３】図１は小型船舶１の製造工程説明図であ

り、矢印はこれに係る工程の順序を示す。甲板（デッ

キ）６は、単一品で構成したものでもよいが、その大き

さによっては、図１のように６Ａ、６Ｂのように二つに

分割した構成でもよい。船体（ハル）２は、上記のよう

に発泡構造であるため強度的には十分である。このため

従来のようにロンジによる補強も不要である。

【００２４】図３には、船体（ハル）２の上縁を覆うブ

ルワークトップ１０を甲板（デッキ）６とは別の構成と

したものを示している。図３に示すように、上記のよう

に構成された船体（ハル）２の上縁には、この上縁を覆

うようにブルワークトップ１０を固定ネジによって取り

付けている。１０Ａは、ブルワークトップ１０の外周を

覆う縁飾りである。甲板（デッキ）６は船体（ハル）２

の船底を覆う略平坦な形態であり、その周縁部は、船体

（ハル）２の内面、即ち、内殻３に支持されるように立

ち上げ壁を有する。甲板（デッキ）６を船体（ハル）２

に対して着脱装置７にて着脱自在に固定する場合の具体

的構成を図４及び図５に示す。

【００２５】図４及び図５において、内殻３には、甲板

（デッキ）６の周縁部に対抗する位置に第１の段部１１

と第２の段部１２が上下に形成されている。一方、甲板

（デッキ）６の周縁部には、第１の段部１１と第２の段

部１２に対応するように第１の係止部１３と第２の係止

部１４が形成されている。特に、第１の係止部１３は甲

板（デッキ）６の周縁部を立ち上げた壁４０の上端を外

方に略水平に延びたフランジによって形成している。こ

の構成において、第１の係止部１３と第２の係止部１４

がそれぞれ対応する第１の段部１１と第２の段部１２に

対応するように甲板（デッキ）６を船体（ハル）２の内

10

20

30

40

50



(5) 特開２００２－３６２４７４
7 8

側に組み合わせる。第１の段部１１と第１の係止部１３

との間には弾力性を有するシール材１５を介在させた状

態で、第１の係止部１３と第１の段部１１との間が水密

状態になるように、第１の係止部１３を第１の段部１１

に着脱装置７としての固定ネジ１６によって固定する。

これによって、甲板（デッキ）６の周囲に水密シール部

４１が形成され、甲板（デッキ）６からその下方の船室

への水の浸入が防止できる。

【００２６】このように、水密シール部４１を、甲板

（デッキ）６の周縁部を立ち上げた壁４０の上端フラン

ジと船体（ハル）２に形成した段部１１とによって形成

している。立ち上げ壁４０の高さは極端に高くする必要

はなく、水密シール部４１が、甲板（デッキ）６上にこ

ぼれたり進入したりした水に浸らない程度の高さを確保

できればよいので、そのために好ましい実施形態では１

００ｍｍを採用しているが、この前後の高さで十分であ

る。

【００２７】シール材１５は、発泡性パッキングが好適

であり、その一つに発泡ウレタンゴムがある。この固定

によって、第２の係止部１４が第２の段部１２に載置さ

れた状態となる。固定ネジ１６は、内殻３のＦＲＰ（繊

維強化プラスチックス）の肉厚部分や、船体（ハル）２

に埋設したアルミニウム等の固定部１７に螺合する構成

である。甲板（デッキ）６は、その裏側に本間隔を存し

て横方向に延びた補強リブを複数形成することによって

補強される。また、甲板（デッキ）６を第１甲板（デッ

キ）６Ａと第２甲板（デッキ）６Ｂの２部品で構成した

場合にも、船体（ハル）２に支持し取り付ける構成は上

記と同様である。第１甲板（デッキ）６Ａと第２甲板

（デッキ）６Ｂとの接合部は、相互に重なるようにして

水密状態を保持する結合構造とすればよい。

【００２８】甲板（デッキ）６の周囲部には甲板（デッ

キ）６上の水を船舶１外に連通した排水溝１８を形成し

ている。図３に示す符号１９は、甲板（デッキ）６上に

設けられるブリッジであり、その種類によって、センタ

ーコンソールタイプ、カディタイプ、或いはキャビンタ

イプがある。甲板（デッキ）６を船体（ハル）２から分

離する場合は、固定ネジ１６を取り外すことによって達

成できる。

【００２９】上記のように、船体（ハル）２と甲板（デ

ッキ）６との水密シール部４１を甲板（デッキ）６の周

縁部を立ち上げた壁４０の上端フランジと船体（ハル）

６に形成した段部１１とによって形成したことを特徴と

する小型船舶である。これによって、甲板（デッキ）６

上に浸入した水が水密シール部４１に触れることが殆ど

なく、このためシール構造も簡単な構成によって達成で

きるものである。

【００３０】甲板（デッキ）６を船体（ハル）２に着脱

可能に取り付ける他の実施形態を図６乃至図８に示す。

図１乃至図５と同符号部分は同一部分を示す。図６及び

図７に示す着脱装置７は、固定ネジ方式である。図６及

び図７において、船体（ハル）２の内面、即ち、内殻３

には、係止部２１に対応する位置に段部２０を形成し、

内殻３には更に、段部２０の下方位置に略垂直な取り付

け面２２を形成する突出部２３を複数箇所に形成し、取

り付け面２２には略Ｌ字状の金属製の固定具２４をネジ

にて固定している。また甲板（デッキ）６は、船体（ハ

ル）２の船底を覆う略平坦な形態であり、その周囲を立

ち上げて周縁部に係止部２１を形成しており、更に、係

止部２１よりも低位置であって固定具２４に対応する位

置には、取り付け座２５を形成している。取り付け座２

５は甲板（デッキ）６の一部を窪ませて形成している。

【００３１】この構成において、前記のような発泡性パ

ッキング１５を介して係止部２１を段部２０に載せる。

この状態で、取り付け座２５を固定具２４の水平辺に対

し、両者を貫通する固定ボルトネジ２６とそれに螺合す

るナット２７によって固定する。これによって、発泡性

パッキング１５が圧縮され係止部２１と段部２０との間

が水密状態になる。２８は、固定ボルトネジ２６の頭部

と取り付け座２５の窪み部分を覆うために設けたＦＲＰ

（繊維強化プラスチックス）板であり、このＦＲＰ（繊

維強化プラスチックス）板２８で固定ボルトネジ２６の

頭部と取り付け座２５の窪み部分を覆った状態でこの板

２８の周囲を防水パテシール材でシールすることによっ

て水密構造となる。上記の固定ボルトネジ２６による方

式が着脱装置７を構成するため、この固定ボルトネジ２

６を取り外すことによって甲板（デッキ）６を船体（ハ

ル）２から分離できる。この操作は、甲板（デッキ）６

に形成したハッチから操作できる。

【００３２】甲板（デッキ）６を船体（ハル）２に着脱

可能に取り付ける更に他の実施形態を図８に示す。図１

乃至図７と同符号部分は同一部分を示す。この構成は、

図６及び図７に示す形態において、甲板（デッキ）６に

形成した取り付け座２５の裏側には、甲板（デッキ）６

の周縁外方側に内側に屈曲した係止部２９を形成した係

止具３０をボルトネジ３１とナット３２によって固定し

ている。また、突出部２３の垂直状の取り付け面２２に

は、固定具２４に代わって、軸３４を支点とする操作レ

バー３３の回動によって係止具３０の係止部２９に係脱

する掛け金（フック）３５をネジ固定している。この係

止具３０と掛け金（フック）３５とによってファスナ装

置３６を構成する。固定ボルトネジ３１の頭部と取り付

け座２５の窪み部分は、図６及び図７の場合と同様に、

この部分はＦＲＰ（繊維強化プラスチックス）２８によ

って覆われて水密状態である。

【００３３】この構成において、前記のような発泡性パ

ッキング１５を介して係止部２１を段部２０に載せる。

そして、掛け金（フック）３５を係止具３０の係止部２

９に引っ掛けた状態で操作レバー３３を下方に回動する

ことによって、掛け金（フック）３５は係止部２９に強
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固に係止した状態を保つ。また、甲板（デッキ）６を船

体（ハル）２から分離する場合には、操作レバー３３を

上方に回動することによって、掛け金（フック）３５と

係止部２９との強固な係止状態は解除されるため、掛け

金（フック）３５を係止部２９から手で外すことによっ

て達成できる。これらの操作は、甲板（デッキ）６に形

成したハッチから操作できる。

【００３４】上記のように、船体（ハル）２と甲板（デ

ッキ）６との水密シール部４１を甲板（デッキ）６の周

縁部を立ち上げた壁４０の上端フランジ状係止部２１と

船体（ハル）６に形成した段部２０とによって形成した

ことを特徴とする小型船舶である。これによって、甲板

（デッキ）６上に浸入した水が水密シール部４１に触れ

ることが殆どなく、このためシール構造も簡単な構成に

よって達成できるものである。

【００３５】本発明では、上記のように、着脱装置７に

よる甲板（デッキ）６と船体（ハル）２との固定位置と

は別の位置に、船体（ハル）２と甲板（デッキ）６との

間の水密シール部４１を設けている。着脱装置７による

甲板（デッキ）６と船体（ハル）２との固定位置と、船

体（ハル）２と甲板（デッキ）６との間の水密シール部

４１とを同じ箇所で行おうとすると、水密構造が複雑に

なる問題があるが、本発明ではその問題も解決できる。

【００３６】また、本発明では、船体（ハル）２と甲板

（デッキ）６との間の水密シール部４１を、着脱装置７

による甲板（デッキ）６と船体（ハル）２との固定位置

よりも高位置とした構成を採っている。これによって、

着脱装置による甲板（デッキ）と船体（ハル）との間の

シールも簡単な構成によって達成できると共に着脱装置

の操作によってシールができるためシール作業も簡単に

なる。また、着脱装置による操作も甲板（デッキ）のハ

ッチから行えるので操作もし易くなる。

【００３７】本発明では、船体（ハル）２に対して甲板

（デッキ）６が着脱できる構成であればよく、そのた

め、着脱装置７の構成は上記に限らず、例えば、着脱可

能に引っ掛けるフック方式であったり、施錠（ロック）

ピンの抜き差しによって着脱可能な方式であったり、更

には他の適当な着脱方式であればよい。

【００３８】上記の実施形態では、甲板（デッキ）６と

ブルワークトップ１０とは別個の部品構成であるため、

ブルワークトップ１０の下側が開いた状態に構成でき、

そのためにクリートやハンドレール等の部品の取り付け

作業が容易にできる効果がある。これに代わって、甲板

（デッキ）６からブルワークトップ１０が立ち上がるよ

うに両者が一体に形成された構成とし、ブルワークトッ

プ１０と船体（ハル）２のヘリの上面との間にシール材

１５を介在させてシール部を構成して、その下方位置に

上記の構成の着脱装置７を設けて甲板（デッキ）６を取

り付ける方式でもよい。

【００３９】本発明は、上記実施形態に限定されず、本

発明の技術的範囲を逸脱しないかぎり種種の変更が考え

られ、それに係る種種の実施形態を包含するものであ

る。

【００４０】

【発明の効果】第１の発明によって、従来のようなロン

ジを設けずして十分な強度が保たれるＦＲＰ（繊維強化

プラスチックス）製船体（ハル）が作成でき、サンディ

ングによる粉塵やガスの飛散等の問題がなくなる。ま

た、発泡断熱材の充填工程においては、船体（ハル）製

作用の型を用いて発泡断熱材の充填を行うため、内殻と

外殻の製作用の型を用いて作製した内殻と外殻とを発泡

断熱材の充填用型に移し替える手間もなく、その移し替

え時に生じる内殻と外殻の変形による発泡断熱材の充填

用型への密着嵌め込み不良による船体（ハル）の製作不

良の問題もなくなる。

【００４１】第２の発明によって、従来のようなロンジ

を設けずして十分な強度が保たれるＦＲＰ（繊維強化プ

ラスチックス）製船体（ハル）が作成でき、サンディン

グによる粉塵やガスの飛散等の問題もなくなる。また船

体（ハル）に対する甲板（デッキ）の組み立て分解が可

能であるため、部品のユニット化が図れ、色彩や形状の

異なるデザインの甲板（デッキ）を組み立て可能である

ことによってデザインのバリエーション化が図れる。更

に、これまで甲板（デッキ）の破損時には修理に手間が

掛かったり修理によって外観意匠が損なわれたりし、そ

の破損がひどい時には廃船にしていたが、本発明では、

甲板（デッキ）の破損時の交換も可能であり、甲板（デ

ッキ）の交換によってまた新たに船体（ハル）が利用で

きるので資源の有効利用上からも好ましいものである。

更に、廃船の場合の手間及び費用も少ない小型船舶を提

供できる。

【００４２】第３の発明によって、着脱装置による甲板

（デッキ）と船体（ハル）との固定位置と、船体（ハ

ル）と甲板（デッキ）との間の水密シール部とを同じ箇

所で行おうとすると、水密構造が複雑になる問題がある

が、その問題も解決できる。

【００４３】第４の発明によって、甲板（デッキ）上に

こぼれたり進入したりした水が水密シール部に触れるこ

とが殆どない状態にでき、このためシール構造も簡単な

構成によって達成できるものである。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の小型船舶の製造工程説明図である。

【図２】本発明の発泡構造船体（ハル）への甲板（デッ

キ）とキャビンの組み合わせ説明図である。

【図３】図１のＡ̶Ａ部分の断面構造説明図である。

【図４】本発明の発泡構造船体（ハル）と甲板（デッ

キ）との係合部を示す斜視図である。

【図５】本発明の発泡構造船体（ハル）に甲板（デッ

キ）を固定する固定部の断面構造の一実施形態図であ

る。
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【図６】本発明の発泡構造船体（ハル）に甲板（デッ

キ）を固定する固定部の断面構造の他の実施形態図であ

る。

【図７】図６の実施形態の分解斜視図である。

【図８】本発明の発泡構造船体（ハル）に甲板（デッ

キ）を固定する固定部の更に他の実施形態図である。

【図９】従来の小型船舶の製造工程説明図である。

【図１０】従来の小型船舶の断面図である。

【図１１】ブルワークトップを一体形成した甲板（デッ

キ）構造である従来の小型船舶の部分断面図である。

【図１２】ブルワークトップが別体の甲板（デッキ）構

造である従来の小型船舶の部分断面図である。

【符号の説明】

１……小型船舶

２……船体（ハル）

３……内殻

４……外殻

５……発泡断熱材

６……甲板（デッキ）

７……着脱装置

８……内殻用型

９……外殻用型

１０…ブルワークトップ

１１…第１の段部

１２…第２の段部

１３…第１の係止部

１４…第２の係止部

１５…シール材

１６…固定ネジ

１７…固定部

１８…排水溝

１９…ブリッジ

２０…段部

２１…係止部

２２…取り付け面

２３…突出部

２４…固定具

２５…取り付け座

２６…固定ボルトネジ

２７…ナット

３６…ファスナ装置

４０…立ち上げ壁

４１…水密シール部

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】
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【図６】 【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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